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＼ Tc  ∠T、/∠P
CrTe
MnSb
 335。K(ρ一1kg/c㎡)
 324。K(鉾;2,000k9/c㎡)
 313。K(P鷲4,000kg/c㎡)
 556±fK1(P-1kg/cガ)
 549±1駅(η一2,200kg/cガ)
 一5、5×10州℃k9`1c㎡
 (一3.2±0.5)xlr3℃k9-1cm2
 オTc
 キューリー点の圧効果πは,CrT6,MnSbいずれも負であり,これは飽のNiAs型化合物
 の場合と岡傾向であるo
 CrTeについて,実験値を用い,又Beanと恥dbeliのMnAsの強磁性→常磁性の1次転移に関
 する理論を適用して,GrTeが加圧されたとき,T。での転移が1次転移となるための臨界圧力と
 して約40,000気圧を得た。又そのときのキェーり一聯は約110。Kとなることを上記理論と実験値
 (Tabie3)を用いて推定した。
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 論文審査結果の要旨
 当論文の著者はNiAs型(B8、)の構造を有する化合物MnAs,およびこの構造に斜方晶的変
 形が加わったと考えられる表記一群のMn化合物の磁性,特にその絶対飽和磁気を測定および決定
 した。そしてその結果にもとずいて,かかる変形によって生ずる当該化合物内の結帰場の変化が,
 その中に介在する磁性イオンの磁気モーメントに及ぼす影響を論じようとした。
 第1章序論においてはNiAs型の結贔内におけるMnイオンに附属する電子のエネルギ準位と,
 これに対する斜方晶的糸巻昂揚の影響を論じたGoodenough氏の考えを紹介し,本実験に対する問
 題提起と見通しをのべた。
 これにつづく二つの章では実験に供したMn化合物の製法とその構造およびこれらを用いての磁
 気などの測定方法をのべた。構造決定にあたっては主としてX線回折法によったが,斜方黒化した
 化合物に対しては厩折線中特定の二重線によりその斜方晶化の程度〔肋/α:後出〕を定め,後の
 議論にそなえた。磁気測定にあたっては80KOeまでの定常磁界を利用するマグネトメターを用い
 ている。
 第4章においては本測定の結果をまとめた。その結果は次表の通りであるo
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B31
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 (∠ゐ/α)
0%
i.6%
7.8%
0.5%
1.o%
 エ.2%
 (絶対磁気能率)
 3・4μB/陽イオン
 届μB/陽イオン
1.3“
1.86“
1.64“
LI6“
 、ヒ表中面/αは結締の斜方編化を表わすパラメタで格子常数比δ/αより百を減じた熱である。
 又絶対磁気能率の決定にあたっては各種の接近則の実験的に成立することを見定めた.ヒこれを行な
 っている。
 第5章においては実験結果にもとづきNiAs型構造を有するMnA8においてはMn一原子当り磁
 気能率は約3磁子に近いのに,これより誘導した斜方晶の化合物のそれはこの半ば以下で,しかも
 踊/αの大きいほどその減少率も大であることを指摘した。この現象は序論にのべたGoodenough
 の考えを承認すればほぼ理解できる。すなわち,績!最中のMnイオン(Mn3+)の外側電子は内部
 結晶電場の遡転対称性によりその縮退の一部(NiAs型構造)あるいは全部に(斜方繍構造)解
 除がおこり,又同蛇進操作に対する結晶場の不変性よりこれらの準位のエネルギ帯化が生ずるが,
 NiAs型化合物およびこれに斜方晶的変形をうけた場合の両者間準位の質的および量的差異によ、
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 り・Mが+の外側電子のうち上向きスピンを有するものと下向きスピンを有するものとの数に差
 異が生ずる。結果として,六方畠中のMnイオンのモーメントは3磁子に近く,これに正方贔的変形
 が加わった化合物MnASo£P。.、およびMn1.、CrxAsにおける陽イオンのモーメントは前者の半分
 程i度に1なることが理角皐される。
 以上のように本論文の著者は結編変形が構成陽イオンに及ぼす影響を測定し,Goodenoughの理
 論によりその説明を試みた。この成果は化合物強磁性の発生機構に新しい重要な知見を舶えたもの
 である。
 よって,井門秀秋提出の論文は理学博士の学位論文として合旛と認める。
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